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第３3 回中小企業景況調査概要 

 

 

 

１． 鳥取県商工会議所連合会（鳥取、米子、倉吉、境港）は平成 16 年 12 月、

第 33 回県内景況調査を実施、このほどその結果をまとめました。 

 

 

 

 

２．調査時点  平成 16 年 10～12 月期 

 

 

 

 

３．調査対象  県内中小企業 150 事業所 

        製造業 50 事業所、非製造業 100 事業所 

        鳥取･米子＝各 50 事業所、倉吉･境港＝各 25 事業所 

 

 

 

 

４．回 収 率      96 件（64.0％） 

        製造業 33 事業所・66.0％、非製造業 63 事業所・63.0％ 

 

 

 

 

５．集 計      ＢＳＩ表示 

        Ｘ＝上昇･増加、Ｙ＝不変・横ばい、Ｚ＝減少・下降、 

        ＢＳＩ＝１／２（Ｘ－Ｚ） 但し（Ｘ+Ｙ+Ｚ）＝100％ 

 

 

 

 



[前年同期比](昨年 10～12 月比) 

 全体的には業況判断と売上単価のマイナス幅が大きく、地域別には倉吉地区

の不振ぶりが目立つ。また製造業が順調に回復傾向にあるのに対し、非製造業

は売上高こそマイナス 4.1 に改善したものの、売上単価、収益状況、業況判断

ともマイナス幅が大。非製造業の地区別で鳥取の資金繰り、倉吉、境港の業況

判断は各マイナス 30 台と目立ちます。 

 

 

 

[来期見通し](来年 1～3 月期比) 

 ここでも全体的には順調に回復傾向。特に鳥取地区は製造業、非製造業とも

着実に改善している反面、他の 3 地区で非製造業のマイナス幅が目立ちます。 

 

 

 

 

 [経営上の問題点] 

 当面の問題点は①「同業者間による競争激化」②「消費・需要の停滞」③「販

売単価・受注単価の低下・上昇難」で上位に大きな変化はみられません。しか

し、人件費等の経費増、設備の老朽化・不足、取引条件の悪化が中位に並んだ

ほか、製造業で大幅受注減を懸念する声や、人材確保（育成）を問題視する回

答もありました。 



（　　）回収数

3.2 (-14.3) -15.3 (-19.8) -8.0 (-11.9) -3.4 (-4.1) -9.7 (-14.0) -14.9 (-19.8)

10.7 (-3.8) -17.9 (-25.0) -14.2 (-11.5) -7.1 (0.0) -3.5 (-7.6) -10.7 (-11.5)

5.9 (-22.8) -17.2 (-22.1) -3.1 (-17.1) -3.1 (-5.8) -10.3 (-22.8) -11.8 (-25.0)

-13.7 (-12.5) -13.7 (-20.0) -13.7 (-7.5) 0.0 (-2.5) -18.2 (-15.0) -27.3 (-25.0)

2.8 (-6.3) -13.9 (-10.9) -8.8 (-6.3) -3.3 (-4.6) -8.4 (0.0) -16.7 (-8.4)

 全県（33） 15.5 (-6.0) -10.3 (-19.6) 1.7 (-10.6) -1.7 (-1.5) 6.9 (-7.5) 0.0 (-12.1)

 鳥取（13） 22.2 (8.3) -16.6 (-33.3) -5.5 (-25.0) -11.1 (0.0) 5.5 (0.0) -11.1 (0.0)

 米子（12） 4.2 (-27.3) -8.3 (-31.8) 8.4 (-18.2) 4.2 (0.0) 0.0 (-22.8) 4.2 (-22.8)

 倉吉（  3） -16.7 (-6.3) 0.0 (-12.5) -16.7 (0.0) 16.7 (0.0) 0.0 (-12.5) -16.7 (-18.8)

 境港（  5） 50.0 (0.0) -10.0 (0.0) 10.0 (0.0) -10.0 (-6.3) 30.0 (12.5) 20.0 (6.3)

 全県（63） -4.1 (-16.2) -18.4 (-20.4) -14.1 (-13.5) -4.5 (-4.8) -19.7 (-15.7) -23.9 (-21.6)

 鳥取（16） -10.0 (-14.2) -10.0 (-16.6) -30.0 (0.0) 0.0 (0.0) -20.0 (-11.9) -10.0 (-21.4)

 米子（22） 6.9 (-21.2) -22.5 (-18.8) -9.5 (-16.7) -7.2 (-7.6) -15.9 (-22.7) -20.5 (-25.8)

 倉吉（12） -12.5 (-25.0) -18.8 (-25.0) -12.5 (-12.5) -6.3 (-4.2) -25.0 (-16.7) -31.3 (-29.2)

 境港（13） -15.4 (-9.4) -15.4 (-16.7) -16.7 (-9.4) 0.0 (-3.6) -23.1 (-6.7) -30.8 (-15.6)

（　　）回収数

-10.4 (-19.3) -10.0 (-11.2) -11.8 (-13.3) -4.8 (-5.5) -8.4 (-21.0) -12.9 (-22.7)

0.0 (-23.0) -3.5 (-12.5) -3.6 (-3.8) -3.6 (-3.8) 0.0 (-30.7) 0.0 (-26.9)

-13.3 (-13.6) -7.8 (-10.5) -12.2 (-17.1) -6.1 (-5.8) -16.2 (-18.2) -14.7 (-19.3)

-18.2 (-22.5) -9.1 (-17.5) -22.2 (-15.0) -4.6 (-7.2) -22.8 (-17.5) -22.7 (-25.0)

-8.4 (-25.0) -19.5 (-6.6) -12.5 (-10.4) -3.3 (-4.6) -19.4 (-23.9) -13.9 (-25.0)

 全県（33） -1.7 (-9.1) 0.0 (-3.0) -8.6 (-9.0) -3.4 (0.0) -6.9 (-12.1) 3.5 (-15.1)

 鳥取（13） 0.0 (-8.3) -5.5 (-8.3) -5.5 (0.0) -5.5 (0.0) -5.5 (-25.0) 0.0 (-16.6)

 米子（12） -4.2 (0.0) 4.2 (4.6) -8.4 (-13.7) 0.0 (10.0) -4.2 (-4.6) 4.2 (0.0)

 倉吉（  3） 0.0 (-25.0) 16.7 (-12.5) -16.7 (-18.8) 0.0 (-6.3) -16.7 (-6.3) 0.0 (-25.0)

 境港（  5） 0.0 (-6.3) -10.0 (0.0) -10.0 (0.0) -10.0 (-6.3) -10.0 (-18.3) 10.0 (-25.0)

 全県（63） -15.6 (-22.9) -16.3 (-14.8) -13.9 (-14.2) -5.6 (-7.5) -19.7 (-25.3) -22.9 (-25.6)

 鳥取（16） 0.0 (-35.7) 0.0 (-16.6) 0.0 (-7.1) 0.0 (-7.1) 10.0 (-35.7) 0.0 (-35.7)

 米子（22） -18.2 (-18.2) -15.0 (-15.7) -14.3 (-18.2) -9.5 (-10.6) -22.8 (-22.7) -25.0 (-25.8)

 倉吉（12） -25.0 (-20.8) -18.8 (-20.9) -25.0 (-12.5) -6.3 (-7.7) -25.0 (-25.0) -31.3 (-25.0)

 境港（13） -11.6 (-34.4) -23.1 (-10.0) -13.7 (-15.7) 0.0 (-3.6) -23.1 (-26.7) -23.1 (-25.0)

※各項目の（　）内は前年同期の結果

業況判断資金繰り 借入難度 収益状況

非

製

造

業

売 上 高 売上単価

 全県（  96）

 鳥取（  29）

 米子（  34）

 倉吉（  15）

 境港（  18）

※各項目の（　）内は前年同期の結果

売 上 高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

 境港（  18）

製

造

業

非

製

造

業

前年同期比

来期見通し

 全県（  96）

 鳥取（  29）

 米子（  34）

 倉吉（  15）

製

造

業


